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はじめに

沿岸漁業の近代化合理化への努力は、過去十数年にわたって進められ、特に大阪府を含め

瀬戸内海沿岸府県においては、沿岸漁業の宿命とも云うべき零細性、低位生産性からの脱却

が般大の目標であった。

200カイリ時代の到来は、このような沿岸漁業を改めて兄直すこととなり、国においても

新たに200カイリ関連調査として幾つかの計画が実施に移されることとなった。

このような時に当り、大阪府の漁業生産は昭和53年度約47,000トンと史上般高の漁獲丘に

達したことは、資源の面から注目に価するであろう。

しかしながら、このような漁業生産が専らいわし顕の激州によるものであることを兇ると

き、必ずしもその量の瑚大をのみ喜ぶわけにはゆかない。

ともあれ沿岸漁業を兄直そうとする気運は沿岸漁業関係者にとって砿要なことであり、こ

れを機会として、沿岸漁業及び漁場環境の在り方を模索すべきではなかろうか。

一方関西国際空港の建設をめぐる論搬が日毎に活発になり、いろんな意味で当期の使命の

重大さを痛感している次第である。

昭和55年12月

蝿長金井利次
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浅海定線調査

安部恒之・矢持進・城久・辻野耕責

浅海定線調査測定位匿この調査は、国庫補助事業として全国的に

行われている漁海況予報事業の中の浅海定線

調査として、内湾の富栄養ｲ観象と漁場環境

の把握を目的に昭和47年から実施している。

調査実施状況

1．調査地点

大阪湾全域20点（図1参照）

2調査項目

一般項目（水温、塩分量、透明度、水色、

気l象、卵稚仔調査）

特殊項目（溶存酸素、PH、COD，

NH.-N,NOz-N,NO3-N，PO4-P，

Total-P，プランクトン、クロロフィル）

*NH4-N，N02-N,NOj-N，po.-p

西宮はる過水を測定

a調査回数

一般項目……毎月1回

特殊項目……年4回（2，

5，8，11月）

4測定層

水温・塩分量…0，5，10，

20，30m、底屈

特殊項目…･･表層、底層

且調査船

船名……はやて(3997洲
トン､230馬力）

船長……戸口明美
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機関長．．…蛸昭彦

乗組員……奥野政嘉・辻利幸

洞査 結 采

一般項目測定結果

特殊項目測定結果

プランクトン検鏡結果

表
表
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結果と考察

図2に水温、気温の平年偏差、図3に塩分の平年偏差および降水量の変化を示す（水温、塩分の平
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図2水温、気温の平年偏差
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年値としては全点、全層平均の月別7年平均値を用いた）。雀た図4に平均透明度、図5に栄養塩篭
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の表底届3呼均値の変化を、図13-{l)ヘイ4)に2，5，8，11月における栄養塩等の水平分布を示

す。これらの図から1978年（昭和53年）の特徴として、

(1)夏季の気温が平年より高いにもかかわらず、水温には高温傾向が強くあらわれていない（図2)。

（2）年間を通じて高塩分化している（図3）。

（3）2，5，11月の栄養塩濃度が例年より高い(HS)。

（4）8月における底層の酸素飽和度が例年より高い（図5）。

ことをあげることができる。IDについては「プイロボットによる海況の自動観測」(19頁）で述べ

る。(3)については昭和51年、52雫リド業報告で述べたような検討が必要であるが、さらにデータ

の集積を戎って行なう。ここでは(2)と(4)について以下に検討する。

1．高塩分現象について

図3に示すように、’77年後半からの高塩分現象は’78年も続き、特に8月以降は平年より1

賎も高目で推移した。この原因として淡水流入量の減少と、外海系水の卓越が考えられる。気象年

報によると’78年の大阪の総雨風は884mmと平年の64冊しかなく記録的な小雨であった。各年

315320

塩分l蝿1

図6年平均塩分と年総雨量の関係

（雨量は大阪府気象年報による）

一方、’78年において外悔系水が卓越したかどうかは、外海側の条件を考感する必要があるか、

6月、7月の観測時に湾口部底閣でそれぞれ34%｡、345%0という’72年以降で始めて34%,台

の高塩分水が仕暁し、注た7月の高塩分水の水温が17℃と例年より3℃も低いことから、一時的

には外海水の侵入も強くあらわれたと考えられる。

28月の底層貧酸素化が弱かったことについて

図5で底層の酸素飽和度（全点平均）の変化をみると、’78年8月は平均63賎で、例年では50

％･以下であることと比較すると高い。底胸の分布（図13-(3))から、30賠以下の貧酸素海域は

湾奥西部域に限定され、東部沿岸域では50～80冊以上に回復していることがわかる。そこで、

－4一



St､2からst.17堂での湾長軸方向の測点を対象にして、酸素回復の原因を例年と比較して検討

する。

底眉の貧酸素化の基本的な条件として、水の停滞があげられる。そこでは拡散、移流効果による

酸素の補給が弱く、有機物の分解に伴なう酸素消費が卓越し貧酸素化する。底眉水の停滞状況をみ

るために、塩分・水温の断面構造を図7～10に示す。塩分では、平均的には8月は上居を湾奥か
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図8平均塩分の断面分布
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図9水 湿の断面分布 図10平均水温の断面分布

らの河川影響水が支配して、強い塩分躍居が形成されているのに対し、’78年は河II水の影響は弱

く、中南部ではほとんど均質な状態になっている。一方、水温をみると、平均的には上層は低塩分

水に対応した高温水で占められ、1Om以浅に強い水温躍届が形成されているが、’78年の場合は

比較的弱い。水温の平均分布（図10）でさらに特徴的なことは、湾奥の底届でもっとも水温が低

いことである。図の（）内は底層の酸素飽和度であるが、との低温域で極度に貧酸素化しているこ

とがわかる。これは、上層における低塩分、高温水の存在のために、下層水では上層からの熱およ

び酸素の供給か阻害され、その結果、低温化した貧酸素水が形成されることを意味しているo*78

年の水温分布（図9）では、塩分の高い外海系水に由来するst.2を除くと、st、14の底層のみが

低温で貧酸素化し、他の海域の酸素飽和度は平均よりかなり高い。

－5－



以上のことから、低温域で特徴づけられる底層の貧酸素化は、基本的には上層における水温・塩

分躍届の強さ、すなわち密度成層化の強さと深く関係しているといえる。そこで平均状態において、

表、底層の密度差と底層の酸素飽和度の関係をみたのが図11である。密度差が大きい湾奥海域ほ

ど貧酸素化する直線関係が得られる。つき'に断面における表、底密度差と底層の酸素飽和度の平均

値の関係を年別にみたのか図12である。密度差の大きい年ほど貧酸素化している｡，77年のみが
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（8月にお､けるst、2，9，10，

12，14，17平均）

測点別鉛直密度差と底層の

酸素飽和度の関係（8月）

(1972～1977年平均）

図11

直線から離れているが、これは貧酸素化した底層水塊が成層の弱い南部海域へ、混合することなく

移動したやや特異的な状態を観測したためと思われる。（52年度事業報告くプイロボットによる

海況の自動観測>)oとの図から'78年8月において底層が貧酸素化しなかったのは､密度差か小

さいこと、すなわち海域の成層化が弱かったというさきの推定をより強調することができる。

ところで8月1～2日の状況から’78年哩季は例年と比較して貧酸素化が弱かったといえる

だろうか。同じ測点で行なった赤潮予察綱査によると、底層の平均酸素飽和度は52錫（6月5～

6日）、53易（6月12日）、51*(6月26日）、38*(7月3～4日）、46#(7月

24日）と、6～7月のⅢlにかなり貧酸素化している。これから、8月l～2日の結果は’78年

夏季の典型的な特徴を示しているのではなく、おそらく貧酸素化の一時的な回復過程を把えたもの

であろう。この回復が、いつ、どのように起きたかについてはく海況の自動観測＞（19頁）で述べる。

蚤たこの潤託時には全域にホルネリアの赤潮が発生しており、栄養塩濃度の分布も通常と異なっ

ているが、これについては「赤潮発生状況」（32頁）で考察している。
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プイロボツトによる海況の自動観測

安 部 恒 之 ・ 城 久

48年3月、国の補助を受けて大阪湾に設置した海況自動観測ブイによって水温、塩分、PH，流

向、流速、気温の連続観測をおこなっている。この連続観測データを解析することにより船舶による

観測では把握できない海況変動の実態をあきらかにし、赤潮発生等水質汚濁現象を監視することが可

能である。

設匠場所

（ブイ局）

大阪府泉佐野市阪南港泉佐野沖防波堤灯台より真方位290,5I(N，3426'54"､E135

16'09")水深18m

(基地局）

大阪府泉南郡岬町大阪府水産試験場内

和川

岩

堺

ﾉジ仮屋

獅鵬”
泉佐野

ブイ局 5km

設萱瑚所

ブイ局泉佐野沖防彼堤灯
より真方位2”『5
水深18m．泥質

基地局大阪府泉南厩坤町
大阪府水巌吠験堪

洲 基地局

錦首諭)尾‘鰯
一
つ
品

ゴ
野

側
土

lpaQnQQ■

20km
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観測項目等

。（表層………-1m)水温、塩分、PH、流向、流速

。（底層………－17in)水温、塩分

。…………………………．｡…気温

毎正時1日24回観測

システムの概要

とのシステムは海上に錘された観測ブイ局と、陸上においてデータを受信し印字する基地局によ

り構成される。

ブイ局は測定器、電子回路、無線電送機器、電池等を塔載したアルミ製のブイ本体とで構成され、

基地局からの指令で観測し、データをデジタルパルス符号に変換し、基地局に送信する。

基地局は、30分、1時間、3時間のいずれかに設置された時間間隔で、ブイ局に観測指令を出し、

受信データを数値変換し、タイプライターで印字する。

これらの操作は、すべて自動的に行われるが、手動による任意時の観測も可能である。

結果と考察

毎時の観測データから、水温・塩分（表、底層）、PH(表層）の日平均値を求め、その変化を示

したのが図1（折込み）である。なお同図には大阪府気象月報（大阪管区気象台）から日降水量、日

平均風速の変化、および分布観測時に測定した底届の酸素飽和度も示してある。

10月の一部欠測はタイプライターの故障、3月中旬の底層水温および12月の水温・塩分（底層〕

の欠測はセンサーの故障によるものである。をた4月、5月、11月にお､ける底層塩分の欠測は、塩

分センサーへの生物付若がひどくデータ補正ができなかったためである。

図1における水温、塩分、PHの変動の、各年に共通する一般的な特徴については、これ雀での事

業報告で述べているので触れない。ここでは「浅海定線鯛査」（頁）であげた’78年の特徴の

うち、夏季における気温と水温の関係、および底届における貧酸素化の一時的な回復現象の2点につ

いて検討する。

1.7、8月の猛暑と水温

大阪府気象年報（大阪管区気象台）によると’78年7，8月の猛暑干天は記録的で、月平均気温

はそれぞれ2＆8℃、296℃と平年より約2℃も高い。気温の高温傾向が水温に反映しているか

をみるために、月平均気温とブイの表底層における月平均水温（最大データ数744個）の経年笈

化を図2に示す。表屈(-lm)水温は、7，8月とも気温の変化と対応し、’78年が最も高水温

であったことがわかる。一方、底層(-I7m)水温は､気温および表層水温との対応は弱く、'78年
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釦8月でも’73，，74年エウ低<、7月では

気温、水温の上昇傾向と逆に低下傾向さえみ

られる。この原因としては、夏季の強い密度

躍層の存在で上層から下層への熱供給が遅れ

ること、底層に高塩分・低温の外海系水が卓

越することなどが考えられるが今後さらに検

討する。

浅海定線調査結果では気温の高温化が水温

にあらわれなかったのは、全届平均値を用い

ているため、さきに述べたような下層の水温

変動に影響されたことに加えて、月1回とい

う観測頻度が関係しているためと思われる。
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2底層における貧酸素化の回復について

「浅海定線調査」の項で、8月1～2日に

おける貧酸素化が弱いのは、それ歯で続いた

貧酸素化が一時的に解消したためであること

を指摘したが、その時期と解消機構について

考察する。図1において、ブイ設匝海域の底

層酸素飽和度の変化をみると、7月27日時

点で約30筋堂で貧酸素化していたのが、8

月1日では急激に90筋宮で回復しているこ

とが特徴的である。7月27日は浅海定線の

2C

'7374757677'78

。－.気温

一水温（表層）

←--･水温（底層）

茶気温は大阪府気象年報にょら．

図27、8月における気温と水温の

経年変化（月平均値）

とが特徴的である。7月27日は浅海定線のst.2からst､17にいたる湾の長軸断面において水塊

構造調査（空港関連調査）を行なっている。その時の水温、塩分およびPHの断面分布を図3に示

す。2m毎の観測であるため鉛直構造は正確である。なおブイ設置点はst、9の東側Iklの海域で

あるo

上層は湾奥からの低塩分、高温水が支配し、PHは高い（この時はホルネリアによる強い赤潮が

発生している。個体数の断面分布は「赤潮発生状況」参照）。328賎以上の高塩分水はst.10X.

り南部の海域にみられる。特徴的なことは1Om以深に存在する約24℃以下の低温水塊で、ここ

では塩分勾配は非常に小さい。このような低温水塊は、「浅海定線調査」でも触れたが、上層の強

い密度成層のために、下層では熱の供給が遅れることによって形成されたものと思われる。すなわ

ちこの水塊はかなク停滞しているといえる｡さらに24℃以下の低温水塊とa4以下のPH分布か

よく対応しているのがわかる。

－23－



大阪湾の中、底層水では溶存酸素量とp旧

の間では正の相関が強く、雀た6～8月の聞

届形成期では、20m以浅の中、底届水で刻

温と溶存酸素の間でも正の相関が成り立つと

とがわかっている。これらの関係を7月21

日のデータで調べてみる。27日は酸素の顧

定を行なっていないので7月24日（赤潮ヨ

察調査）における溶存酸素とPHの関係を&

4に示す。両者の間の直線関係は良好であ．

てPH値から酸素量を推定することが可能一
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(PH

図3水温、塩分、PHの断面分布

（1978年7月27日

ある。－万、27日の1Om以深における水

温とpHの関係を図5に示す。分布でみられ

た対応関係が非常に強いことがわかる。これ

らのことからPHの低い低温水塊は同時に貧

酸素水塊であるといえる。図4の関係を用い

212223242J

水；鼠re)

図5中、底層水における水温と

PHの関係、
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て、27日のPH値から酸素量を換算し、飽和度を求めてみると、pHj):a2の領域は50弼、pH

80で約10筋の酸素飽和度に相当する。したがって7月27日ではブイ設瞳海域から湾奥部にか

けて、底層水は50～10冊に貧酸素化していたと推定できる。

再び図1に戻る。なお7月27日および他のいくつかの酸素飽和度はPH憧から換算したもので

ある。27日から8月1日にいたる貧酸素化の回復期の大きな特徴は底眉水温の急激な上昇である。

この期間における唾の水温鯵、塩分の時間変動を図6に示す。7月27日室で22℃台で安定して

26

水 25

．画(C)
麺
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図6底層の水温・塩分の変動（1978年）
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の各層を×印、st.9を●印、それより以北の点をO印であらわしている。これから、24℃以下

の低温水塊は上層お､上び南部系水とは異質な水であることがわかる。この図にブイ底層の経日的な

変化をプロット（■印）してみると、27日に低温水塊内に位丘していたのが、28日にはこれか

ら離れ、29日には、南部の底層水の領域に入ったことが明らかである。これは27日堂でブイ底

層を支配していた低温水塊が29日には高温（やや高塩分）な南部系水によって吐き換えられたこ

とを意味する。この南部st.2'、st.10の底層水のPH値は約&4で飽和度に換算すると90冊以

上になる。したがってブイの底届では南部系水が支配したことによって、それ堂での貧酸素化が一

挙に解消されたといえる。

以上、述べたことから8月1日に確認された貧酸素化の解消は、ブイの底層水温、塩分の変化か

らみて、7月28日から始堂り、それは貧酸素化していない南部系水が水:平的に移動してきたこと

によって起きたと結鎗できる。

南部外海系水の侵入をひき起こした要因として風か考えられる。大阪の日平均風速（図1）では

強くあらわれていないが、水試の気象自動観測によると、7月22日以降、日平均4～bm/sの南

西～癖西風が卓越している。この吹送流によって南部外海系水が湾奥部に影響を及ぼしていった

のであろう。8月1～2日の表眉塩分･分布(13頁、図13-13彦照）には、高塩分水が湾の東側

から差し込んでいる級子かよくあらわれている。

7月28日のように外海系水の侵入によって貧酸素化が解消された例は、図1でみると、6月19

日が当ては童るが、この回復は底層水温の急笈§からみて14日に起きたと思われる。7月17日の

場合も7月14日に水温が急上昇し同様な現象であろうが底層塩分が不鯛で明らかではない。なお

7月15日には表層塩分が27賎から約33船室で一挙に上昇.し、その後高塩分化が続いて、そZ

間にホルネリア赤潮が発生しているため、7月中旬の海況の急変現象については今後さらに検討す

る予定である。

一方、底層水温の上昇が上層水との混合によって起こり、その結果貧酸l素化か解消した例として

6月26日の場合をあげることができる。水温の上昇は23日から始浅っているが底屈塩分の低下

と対応していることがその理由である。この鉛直混合は21日の強風によってひき起こされたも唾

と思われる。

底層水温の低下すなわち貧酸素化した低温水塊の到来によって、ブイ股1■海域が貧酸1素化した砂

として、6月12日、7月下旬の場合をあげることができるが、その典型的な例については52年

度事業報告で述べている。
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気象・海況の定置観測

安部恒之・矢持進・城久

この飼査は毎日定時に定丘観測点の気象海況を観測することによって、漁海況の現況と変動を把握

し、その予測に役立てようとするものである。なお海況は昭和48年から、気象は昭和50年から自

動観測化している。

観測点

大阪府泉南郡岬町多奈川谷川2926－1

大阪府水産試験場（N34.19'12"、E135T24")

観測項目

気象：天候、気温、湿度、気圧、日照量、雨量、風向、風速（瞬間、平均）

海況：水温、塩分(-1mS)

観測資料の整理方法

データは記録紙上に連続記録されるが、読取方法としては下記によった。

気温：08，09，15，21時の4回とその平均値および1日の最高値､最低値

湿度・気圧：09時の値と1日の最高、最低管

雨量・日照量：1日積算値

風向・風速：瞬間最高風速と風向、10分間平均の最高風速と風向、おエび09，15時の平均

風速と風向

水温・塩分：03，09，15，21時の4回とその平均値

観測結果

水温・塩分以外の観測結果を付表－4に、堂た結果を整理したものを表－1に示す。

なお、関西電力多奈川第二火力発電所（出力120万kw)が昭和52年4月から試験操業を開始し、

昭和58年には営業運転に入ったため、水温データには後で述べる上うな温排水の影響があらわれる

ようになった｡このため、昭和52年4月以降の水温、塩分観測結果については事業報告に掲載して

いない。しかし昭和42年に水産試験場が岬町に移転後、との地点で魅統してきた水温．塩分の定置

観測を中断することは、大阪湾の海況変動を把握するうえで大きな障害になるものと思われる。そこ

で発電所稼動後の水温（塩分）データについては、なんらかの方法で温排水の影響を除去、補正して
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表－1月別気象透

昭和53年

※平均気温は1日の平均気温（3時、9時、15時、21時の4回）の月平均値一

示される。
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継続利用できる状態にしたい。その結果は昭和55年度事業報告に載せる予定である。

＜温排水の影響の具体例＞

ここでは温排水の影響が定腫観測の水温データにどのようにあらわれているのか、その例を原記畠

から示す｡図1は発電所稼動前の昭和50年9月20日、図2は稼動後の昭和52年9月20日の列

一一一一一一一一

■■■■■

l■■■■■

図1発電所稼動前の水温、塩分の記録(定匠観測)(S.50.9.20:

図2稼動後の水温、塩分の記録（定置観測)(S.52.9.20

温・塩分の連続記録である。いずれも日射の影響を避けて夜間を選んでいる。

自然状態では、この海域の水温と塩分の間には季節に特有な規則的な関係があることがあきらかに

されている（大阪水試：昭和53年、岬町沿岸の海況と生物－関西電力多奈川第二火力発電所稼動前

調査報告一）。それによると、この海域の海況は塩分の高い外海系水と塩分の低い湾奥系水との混合

によって支配されており、低塩分水は夏に高温、冬に低温という水温特性を持っているために、水温

と塩分の間では夏は負の相関（夏型）、冬は正の相関（冬型）か強い。雀た秋は夏型、冬型のいずれ

かの関係がみられるが、海域的な水温差が小さいために、塩分の変化に対応する水温変化は小さくな

るo

以上のことを念頭において稼動前の記録（図1）をみると、5時頃の水温上昇は塩分の低下と対応
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し、さきの亘型の変動がみられる。すなわち、この時の水温上昇は高温な低塩分水が到来したことに

よって起きたことがわかる。一方、稼動後の記録（図2）では、17時頃から水温は最高2℃ほど上

昇している。この間、塩分はほとんど一定であることから、との水温上昇は自然状態の水塊ではなく、

塩分かほほ同じで水温の高い人為的な温排水が到来したために起きた現象であるといえる。

ことにあげた温排水による水温上昇の例は典型的なもので、実際には自然的な水温変動に混在して

温排水の影響があらわれる場合が多い。したがって水温記録から自然的な変動と温排水による変動を

区別し、定E観測資料として利用していくためには、解決すべき多くの問題が残されているが今後検

討していきたい。なお温排水の影響範囲、頻度等の詳細については発電所稼動後報告としてとり室と

める予定である。
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大阪湾漁場水質監視調査

植田正勝・安部恒之

この調査は大阪湾東部海域を定期的に観測することによって湾奥汚濁水の動態、赤瀬発生状況等、

湾内漁場の水質を監視することを目的としている。

近年の内湾汚染は河川、陸上汚染源からの流入による一次汚染よりも、プランクトン等の異常増殖

による二次汚染によって支配されることが多く、赤潮の発生状況の迅速な把握かより重要となってい

る。このため51年から植物性プランクトン量と密接な関係がある海水の蛍極を測定し、ブランク

大阪湾水質監視胴査観測点の{唾

トン量を知るための一つの指標

値とした。

観測海域と測定地点

図－1に示す大阪湾東部海域

17定点

観測項目・測定層

水温、水色、透明度、塩分量、

PH，COD，蛍光値。採水層

は海面0～5Oc■層（表居） 〃印』 、フ価

観 測結果

付表－5のとおり。 図－1大阪湾水質監視調査測点図
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赤潮発生状況調査

矢持進・安部恒之・城久

この調査は、大阪湾の水質汚濁現象の1つである赤潮の発生を早期に把握し、可能な限り措腫す層

ことを目的として、1973年から「赤潮情報交換事業」の一環として実施している。

調査の方法

発生状況を把握するための情報収集は以下の方法により行った。

1.4月から10月堂で毎月2回、当場調査船による確認調査。（図-I)

2浅海定線調査、魚群批調査及び漁場水質監視調査における確認調査（各々毎月1回実施

a赤潮情報交換事業における協力漁協等による通報

調査結果

赤潮発生状況の記録は表－1

図－2のとおりである。

2及び

卿

結果の慨要

1.赤潮の発生に於ける特徴

1978年は年間27回の赤潮が確認

された。季節別には11月を除き終年

出現しているが、特に水温上昇期の4

～6月は12回と、出現頻度か高く、

全発生確認回数の44冊を占めている

赤潮生物の面からは、19樋の優占

種が確認された。この内Skeletonana極が確認された。この内Skeletonana図-1赤潮パトロール調査定点図

costatu流、Thalassiosirabinatα等の珪藻とⅣact〃脚“m〃jαγisの発生回数は延べ2Oi

にも及んでいる。渦鞭毛藻、〃eterocapsα"iquetγαは低水温期に卓越する傾向があり2月～4

月にかけて第1優占極として発現している｡又、同じく渦鞭毛藻の分oγo“"""瓶"es〃"必加

は6月18～26日に神戸和田岬と岬町淡輸を結ぶ線以東の海域で大規模な赤潮を形成し、この鵬

の最大生息密度は1“中1.6×10*細胞にも達した。その他、新たにハプト藻綱の1種Cricos-

p極eγαγoscoffensisfr8月～9月に赤潮構成種として仕現した。

ホルネリア並びにPγojogonyα"jaxfa碗αrensis類似種の赤潮も今年の赤潮発生の大きな＊
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徴の1つであるので、これらの出現経過を以下に記す。なお、昭和48年、50^51年及び52

年度の事業報告でLauderiasp.又はL〃んodesm血沈sp．と記載した種はL〃んodesmi回廊

〃αγiabileTAKANOsか〃o"､として新種記載されたので訂正する。（東海区水産i研究所研究

報告、第100号参照）

2.Protogonyα脚laxta廊αrensis類似種の出現経過

東北三陸海域に於けるホタテガイ・アカザラガイ等2枚貝の毒化原因プランクトンとして知られ

ているProtogonyaulaxta廓αγensisに外部形態が類似したプランクトンが大阪湾で発生した。

出現状況を図－3に示す。本種は5月17日に泉大津市地先海域で660cells/meの生息密度で出

現した。（赤潮妬11）その後、23日と29日には淡路島岩屋沖、神戸港沖、泉南海域、並びに

泉大津～樽井地先海域で各々発生が確認されたが、細胞数は減少の傾向を示した。恩jα碗αrensis

出現海域表層の水温・塩分はlae℃、31.15X*(5月17日);17.2～19.5℃、29．70~

sa19賎であった。本種は6月5～6日時には消滅していた。食jα流αγensis類似種の出現に伴

い5月29日に田尻地先産のモガイと樽井地先産のアサリを各々採取し、麻痔性貝毒検査用試料と

した。「食品衛生検査指針」Ⅱ、厚生省監修・1978の方法に基づく検査を依頼したところ、これ

ら2種類の2枚貝には麻簿性貝毒は検出されなかった。

本秘は低水温期から水温上昇期にかけて周期的に発現する特性を有することから大阪湾に於いて

も冬期～春期にかけ、出現状況を継続的にモニタリングする必要があろう。

aホルネリア赤潮について

表層水中に於けるホルネリア(Chα〃0刀8〃αsp.)の出現経過を図-4に示す。1978年は6

月下旬エリ泉南海域に球型個体の出現が見られた。大阪湾に於ける本種の赤潮は既に1977年9月

に確認されているが、この時の発生域もやはり泉南海域であった。なお、球型細胞の個体数につい

ては3～48cells/mtで100細胞を上回ることはなかった。図より球型から紡錘型への外部形態

の変化は7月12～24日の期間であろうと推察される。細胞形態の変化に伴って生息密度も増加

しI0*cells/m以上の値を記録するようになった。7月下旬から8月上旬にかけてのホルネリア

赤潮の最盛期には、赤潮海域が湾全域に拡大し（癖娠19）大規模・単一種燕の様相を呈した。

この時神戸港地極域では（8月2日時）且1×lO^cellsy'meの密度にも達した。発達･拡大期に

当たる8月1～2日時の水温は表層水；2風4～29．6℃、底層水；225～2丘8℃を記録して

いた。その後、赤潮は衰退の傾向に移行し、8月21日には一旦、消滅が確認された。この様に第

1回目のホルネリア赤潮は7月12日～8月17日の1ケ月以上にわたって継続的に発生した。赤

癖消後の9月に入ってもホルネリアは1～7“〃s/秘の少数ながら継続的に発見され、湾内プ

ランクトン群集中の少数個体群として存；暁していたことが判る。
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そして10月2～3日にかけて湾奥域を中心に第2回目のホルネリア赤潮を形成した。との年の

夏期、大阪湾を含む東部瀬戸内海で大規模なホルネリア赤潮が発生したが、10月上旬に再度、赤

潮の出現が見られたのは大阪湾だけの特異的現象である。第2回目の赤潮発現時に於ける湾奥域の

水温は表層及び底届水各々、244～2且5℃、244～24．6℃であり、第1回目のホルネリア

の赤潮発達時の底層水温に比較的近似している。

次にホルネリアの鉛直分布とその時の海況を図－5に示す。図はホルネリア細胞数、及び水温・

塩分の鉛直断面分布（大阪湾長軸方向の断面分布）を発生初期（7月12日）、盛期（7月27日）

並びに末期（8月17日）について示したものである。7月12日は湾中部から湾口部の上層水に

ホルネリアが10細胞以上の密度で出現しているのに対し、高水温・低塩分水が分布する湾奥表層

水には、全く発生していない。出現盛期の7月27日は高水温で低かん水が卓越する湾奥表層にも

ホルネリアが870～4600cells/mtと非常に高い密度で出現した。この時の鉛直方向の変動に

ついては、躍層が発達した中央部~湾奥域で水深の増加に伴うホルネリア細胞数の減少力著しいの

に反し、湾中部以南の海域は｣週から下届堂で比較的均一に分布する現象が見られる。

末期の8月17日は湾中部上唐で¥00c*lls/me以上の細胞数に達している。なお、8月17日

は水温と塩分の鉛直差力宅々、1．2～as℃、0.2～ao船と、7月12日及び27日より躍層が

弱をったことに対応して紐飽数の鉛直的な変動も少ない。と醜に日中に於けるホルネリアの鉛直

分布は躍眉の発達状況と深く係っている。

同じく、水質項目の鉛直分布を湾長軸断面について表わしたのが図－6である。全般的傾向とし

て河川水の流入負荷の影響を受け、塩分の低し湾奥域表届(stl7)は無棲態栄養塩渡度が高い。
リン

又湾奥底層にはDIP(溶存無機態琴）の高濃度水塊が分布する。底層水に於ける高濃度水塊の

出現は底泥からのDIPの溶出に起因する。

栄養塩類濃度の経時変化で興味深いのはNH4-NとNOa+NOa-Nの変動である。

Skeletonemacostatu沈、T"ﾉassiosirasp．などを主体とする珪藻の赤潮が発生していた

7月3～4日は、表層水中のNHa-Nは欠乏するものの、中居及び底層水には2.0～20.5/<tf-at/Z

の濃度で残存している。をた、NOz+NOg-Nは上屈、下厨共に比較的豊富に存在している｡ホ

ルネリアが増殖した7月24日は湾奥部の底屈水を除きNH4-Nは枯渇する。しかしN02+N0a

-Nは中届から下層水にかけて48～19.8ftg-al/必の濃度を維持している。

ホルネリア赤潮が最盛期に達した8月1～2日の無概態窒素の分布は、湾奥表層で流入負荷の影

響を受け、高温度水塊の出現が狸められるが、その他の水域のNH4-N及びNOz+NOa-N濃度

は非常に低く、無棲態窒素が表届から底届堂で不足した状況を呈している。このように、ホルネリ

ア赤潮の発達に伴い中層並びに下届のNH4-Nと表層のNOz+NOa-N濃度の低下が起こり、続

いて中届・下眉のNOz-N、NOa-Nが各々減少しているo

との結果は、運動性に富むホルネリアは堂ず無磯態窒素成分としてNH4-Nを利用し、それが
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不足するとNOz-N^NOa-Nを摂取することを示している。

ある種の鞭毛藻類(.Conyα"jaxpolyedra、Cac伽"j"α〃ieiなど）は顕著なH周鉛直移動

を行い、日中は表層水中に集積するのに対し、日没後は1～2m/hの速度で下方へ移動すること

が指摘されている。(Eppleyら、ノ.Phycoﾉogy，1968年参照）又、渦鞭毛藻の1種、

Pγotogonyα"laxta玩αγensisは明暗サイクルの暗期に於いても同化作用を行うことか培養実

験で明らかにされている。(Yentsch、第1回有毒プランクトン“会議燭t，1974年）

かかる2つの事実から錨盛期のホルネリアについても日周鉛直移動にエリ夜間、中届並びに下

届へ移動した個体群が、窒素源としてその場に豊富に存在するNO,一N^NOa-Nを利用したと

推察しても不思感ではない。

一方、DIN(溶存無樫態窒素）濃度の経時変化と比較してホルネリアの増殖に伴なうDIPの

温度変化は顕著でなく、錨最盛I期の8月1～2日の中層及び下眉水中にも0.1～1．9ﾉig-it/l.

の濃度で現存している。ホルネリア…の窒素とリンの縄時変化には相違が鹿められるが、この

現象をより明砿にする為、図7に躍層形成期における底層水の栄讐塵濃度とAOU(理鎗的酸素飽

和量と現場の酸素飽和戯との差）との関係を示した。通常、大阪湾では夏期、底層水中の無機態栄

養塩とAOUとの川には規則的な関係がみられる。

即ち、無機三態窒素の計であるDINとAOUとには一次の”関係が存在するのに対し、DI

PとAOUとではA0U=3前後を境いに2本の直綴上に分かれて配列するo

A0U=3以上で見られる勾配の上昇は底泥からのDIPの溶出に起因する現象である。図に表

わした’72年、’74年、’75年の8月の測定値でもAOUとDIP及びDINとにはこの様な規

則的な関係が題められる。

’78年の躍届形成期に於けるこれらの関係についてみると、DIPは7月3～4日、7月24日

及び8月1～2日とも例年と同様にA0U=3で屈折した直線上に配列しているのに反し、DIN

とAOUとの関係では8月1～2日に他の時期とは異なる関係力極められる。即ち8月I～2日に

於けるDINとAOUの関係にはバラツキが大きく、7月3～4日及び24日に比べAOUに対す

るDIN浪度が低い。このようにホルネリア蒲最盛期のDINとAOUの関係は7月8～4日、

7月24日のそれらと明らかに相違している。無機態栄養塩とAOUとの関係に関し、赤潮最盛期

の8月I～2日時のDINとAOUとの関係にのみ通常と異なる現象が認められたことは、日周鉛

直移動により下降したホルネリアが底層水中の無卜機態窒素とAOUとの規則的関係を乱したことを期待さ墨

ホルネリアなど銅硬毛藻の栄養塩摂取に関する生理的特性並びに日周鉛直移動の実態と役割等

を明らかにすることは識発生機構を解明するに際し、極めて亜要な課題であり、今後ともこの点

について胸査・研究を進めていくつもりである。

なお、ホルネリア赤潮の発生時、大阪湾南部域の深日港及び小島地先海域で診､マチ2年魚のへい

画象が認められたので、概略を表－3に示した。
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表－1昭和53年赤潮発生状況
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表－2昭和53年発生赤潮の総括

(1)赤潮継続日数別発生確認件数

(2)月別発牛確認件数

※2ケ月に主たがる赤潮の場合、月別赤潮発生件数は最初に確認された月で記載されている。

(3)赤潮構成プランクトン別発埜認件数

※構成プランクトン別発生瞳浬件数が多くなるのは混合赤潮に起因する。

又、ホルネリア赤潮についてはプランクトン種名をαα〃o"e〃αsp．と記載した。

表－3ホルネリア赤潮発生時に於ける'､マチのへい死状況

※へい死による損害には、へい死魚体の処理等による費用を含んでいない。
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赤潮多発期に於ける植物プランクトン組成と

その推移について(大阪湾谷川港継続観測線）

矢持進・安部恒之

大阪湾ではこの数年、毎年30回前後の赤潮が確認されてl'､る･出現時期は全体の約80筋が4月

~10月の季節に集中する特徴があり、一部の水域では夏期に生霊養中の魚介類がへい死するなど

の被害も生じている。

赤潮生物の面から見れば構成種の変遷が年々進行する傾向があり、冬期に渦臓毛藻の赤潮が出現し

たり、泉州沿岸域を中心にC加〃o"e〃α”.が分布するなど、悪化の気配すら伺われる。

このような状況のもとで、我々は1976年に湾の全般的な富栄養化状況の把握に努め、さらに'77

年には赤潮多発期の湾東部沿岸海域に於いて、赤潮発生に至る動的過程を検討する為に7日間の連続

観測を実施した。その結果、植物プランクトン現存量と塩分濃度とのあいだには密接な負の相関関係

が認められ、左た湾奥内湾系水の卓越する海域で珪藻類の優勢なことがわかった。しかし、’77年の

調査は定点に於ける連続観測であった為、赤潮の出現が水塊の流動に伴なう現象なのか、水塊内での

生物群集の増殖に起因するものかを吟味するのか困難であった。

この点、谷川港は閉鎖性が強く、かつ湾南部に位置しながらも赤潮が頻発するなど赤潮生物の短期

的な変遷と環境要因との関連を解析するに適した特性を有していた。

そこで、78年は堂ず、水塊の流動の影響が少ない谷川港に於いて植物プランクトンの出現状況と

その推移の特徴を明らかにすることを目的として赤潮多発期の4月～10月浅で継続的にプランクト

ン相を観察した。

方法

1978年4月中旬から10月室での期間、谷川港内の図－1に示す地点で、午前9時に表屈水を採

取した。現場で水温を測定後、試水を実験室に持ち帰り、鶴見緒機製TS-E2型サリノメーターを

用いて塩分の測定を行った。植物プランクトンについては試水I錘をプランクトン計数盤に採取し、

顕微鏡下で種類数と種類ごとの細胞数を計数した。

結果

得られた結果の概要は以下の通りであるが、その詳細については昭和53年度赤潮予察調査報告書

（瀬戸内海ブロック、水産庁）のPI15～P132に記軟されている。

①期間中、谷川港では10種類の植物プランクトンによる癖が確認された。このうち、単独で

癖を形成したのはO〃sthodiscusluteus,Eutreptie〃αsp.､微細鞭毛藻、“α〃”e〃αS'．
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等の種類で、その他は混合赤潮の構成種として出現した。

②塩分の変動と赤潮発生との関係から、谷川港に於ける塩分湿度の低下を伴なう赤潮には湾奥内

湾系水の影響が及ぶことが判明した。

③大阪湾南部海域の優占プランクトンと港内の赤潮生物とを対比した結果、o〃sthodiscus

luteus,Eutreptie〃α”.、小型硬毛藻、及び微噸毛藻などか港内発生の赤潮であるのに

対し、c“〃｡"g〃αsp．と珪藻の赤潮は港外からの高密度群集の加入に起因すると考えられた。

④谷川港のプランクトン相は塩分の変動が著しいのに対応して種類の交代が頻繁な6月～7月と、

比較的規則正しい変動を繰り返して推移する8月以後とにその特徴を大別できた。

⑤o〃sthodiscusluteusとEutγ〃〃e〃as，．は細胞数の増減傾向が一致し、共存の可能な

生物群であるのに反し、Olisth画i'scusluteusと珪藻は細胞数の増減が相反する競合種であ

ることが示唆された。

⑥プランクトンの種間関係における相違が発生の起源の違いに対応して現われたという今回の結

果は植物プランクトン群集の遷移を知るうえで注目に値する現象である。

⑦谷川港で最も優勢なプランクトンであるO/is/加discusluteusは6月上旬に初めて出現し

た後、20～30日間隔の周期的なパターンで発生した。このO〃卯加discusluteusの定期

的な出現は本種の生理生態学的な生活環に基づく現象であると考えられた。

③群集構造の変化の特徴から、環境の比較的安定した8月以後のプランクトン相は内部発生型の

O〃“伽discusluteusを中心とした生物的な作用の影響が支配的で、それが群集の遷移にも

強く現われていると推察された。
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漁 況 調査

鍋島靖信

毎月下旬、春木、岸和田、泉佐野、尾崎、淡輪、深日の各漁協における着業漁業について、その漁

場と漁獲状況および生産者価格等をききとり調査し、その結果をとり堂とめ、府下沿岸漁協をはじめ

関係機関へ送付した。

昭和53年1月～12月における各漁協の操業漁業種類と曽業月を表-1に、漁獲量(te/l日．

1統）を表－2に、魚介類生産者価格を表－3に、漁場を図－1にそれぞれ示した。

1.巾若網

春木の当乗船が例年より1カ月ほど遅く、7月から5統が出漁した。当年産のマイワシを主対象

にして、7～12月に20,000～90.000kgを漁獲した。コノシロも9，10月に10.000～20.000

kgと好漁であった。カタクチイワシは昨年よク更に漁獲が落ち込んだ。

7～9月には5統が出漁したが、10～12月には2統忙なり、出漁日数も減少した。主漁場は

湾奥部であるが、9月には泉佐野沖合にも出漁していた。

2機船船びき網（ばつら網）

春木、岸和田、尾崎、淡輸、深日の当業船がそれぞれ1月・3～12月に出漁した。1月には春

木の当業船かカタクチイワシを12,000kg，3～4月には春木、岸和田、淡輪、深日の当業船がイ

カナゴを1,4伽～6,000kg，5月～I2月にはカタクチシラスを200～3,000kg漁瞳した。昨年の

イカナゴ漁は不漁であったが、本年は4月に6,000kgと大漁で、カタクチシラスも5月に3,000kg

と昨年よりやや好調であった。

3石げた網

岸和田、泉佐野、尾崎、淡愉の当莱船がほぼ周年操業し、深日の漁業者もl～3月に出漁した。

湾中央部から泉南海域を主漁場にほぼ湾全域に出漁し、カレイ類・シダ類・エビ類・ガザミ・シャ

コなどが主に漁獲された。今年はカレイ類・小エビ頬・シャコが好漁であった。ガザミも依然低調

ながら昨年の漁獲を上をわった。

4．板びき網

岸和田、泉佐野、尾崎、淡輪、深日の当業船がほぼ周年操粟している。湾南部・西部を中心にほ

とんど湾全域に出漁し、マアナゴ・イシモチ・キス・スズキなどの魚類を主体に、小エビ類・シャ

コ・コウイカ等を漁獲している。今年は6月にマアナゴ(200kg)が多かったほか、全般にマダイ
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（未成魚が主体）・小エビ類・シャコなども好漁であった。網目を大きく曳網速度を速くした「す

ずき網」が1～7．11～12月に出漁した。11～12月はスズキ100～180kgの漁獲があり、

好漁であった。

aえびとぎ網

泉佐野の漁船が5～12月まで操業した。湾南部（泉南海域）を主漁場とするほか、沖の瀬海域

などに出漁した。小エビ類が10月に1,500kg、11月には400kgと大漁で史上最高の漁獲を記録

した。メイタガレイは減少したが、マコガレイは増加した。

6．磯建網

尾崎、淡輪、深日の当業者か地元沿岸地先で、尾｣崎は6月、淡輸は3，4，6，12月、深日は

1月、8～12月に操業し、カサゴ、メバル、アイナメ、マコガレイ等が漁瞳された。おおむね例

年並の漁獲状況であった。

Ⅵ沖建網

深日の当業者が岬町沖合で3～9月・11月に操業し、イシモチ・カレイ類．コウイカ等が漁獲

された。ノイタガレイは減少したが、マコガレイは増加した。その他はおおむね例年並であった。

＆かれい建網

春木、泉燭、尾崎、淡輸、深日の当業者が2～7月、10～12月にかけて地元沿岸海域で操

業し、マコガレイを5～18kg漁獲した。

おおむね例年並であった。

9．きず建網

泉佐野、尾崎、淡槍、深日の当業船が4～10月にかけて出漁した｡漁場は沿岸から沖合にかけ

ての砂泥質底の海域で、キスを9～24kg漁獲した。ｱｶｶﾏｽ・アジ類の漁獲は昨年量を上董わった。

10.がっちよ建網（ガッチョはネズッポ類の地方名称)

尾崎の当業船が9月に唾沿岸の砂泥質底の海域に出漁し、ネズッポ類（ネズミゴチを主体に、

′､タタテスメリ、トピヌメリなどが混る）が25kg漁獲された。

11．かに建網

春木、尾崎、深日の当莱船が9～10月にかけて出漁した。今年は10～17kgと昨年の4～8
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kgの漁獲量を上回った，

12囲刺網

岸和田、尾崎、深日の当業者が6～11月に操業し、マボラを20～200kg，スズキを6～100

1《g漁獲した。漁場は港湾内部や防波堤などの周辺である。

ia流刺網

春木、岸和田、尾崎の当業者が5月・’1月に操業し、5月にはサワラ45kg、スズキ20kg、

11月にはサワラ25kgの漁獲があった。

14定匝網

泉佐野、尾崎、淡輪の当業者が1～2月・4～12月に地先の共同漁業権漁場内に漁具を設置し

アジ類、ススキ、メバル、ﾏｺｶﾚｲ､アオリイカなどが入網した。ﾏｱジが夏季に20～35kgと好漁であった《

1且たこつi蚕

淡輪、深日の当業者が建網と兼業しながら岬町周辺海域で周年操業し、春～秋は岸寄りの海域

冬はやや沖合の海域へ出漁した。春～秋の漁獲が不振で、昨年の漁獲を下回った。

16．一本釣

深日の当業者がほぼ周年岬町周辺の沿岸～沖合へ出漁し、メバル、カサゴ、ベラが釣獲された。

メバル、カサゴは昨年より好漁であった。

呪たちうおひきなわ釣り

岸和田、尾崎、淡輸、深日の当業者が8～12月にかけて出漁した。昨年はタチウオが不漁で3

つたが、本年は岸和田～岬町の沖合で操業され、15～40kgの漁獲があった。

1 8はえなわ．

あなどはえなわは岸和田の当業者が1～5月及び10～12月に泉大津へ泉佐野の岸寄りの海鮒

で操業し、1～5月には40～75kgと昨年の漁獲量を上まわり好漁であった。

かれいはえなわは深日の当業者が2～4月に岬町沿岸～沖合の海域で行い、マコガレイを2～H

kg，その他アイナメなどを漁獲した。

19かごある
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かにかごは11～12月に春木の当業者が地元沿岸で行い、10～15kgの漁獲をあげた。

はげかごは9～10月に淡輪の当業者が岬町の岩礁域で操業し、カワハギ1Okg，その他力サゴ、

ベラ類などを漁獲した。

あなごかごは12月に春木の当業者が地元沿岸で操業し、マアナゴ80kgを漁獲した。

表1昭和53年組合別若業漁業種顛・曽業時期（数字は出漁月；

表Iつづき

－ 5 5－

巾若線

磯船船

びき叙

小型機船底びき卸

石げた網 板びさ淵 えびとぎ網

建網

磯 建 獅 沖建網

春オ
7～10

・12

1．3-

12

岸和B
3．6へ

10

1～5．

9～12

3～8

1〔

泉佐男 1～12 1～1 5～I

尾自
6．8へ

11
1～12

1．3～

12

淡 巾 3～1（ l～12
８
１

一
一

２
５

3～4・

6．1s

深 ［ 3～1 1～： 1～12
1．3へ

i;

3～6．8

～9．1

建 網

かれい勘 きす建網
がつち』

麹卵
かに建縮

囲刺網 流刺網 定 匠 縦

春 7
2 ～ 6 ．

1I～12
9～10 5

岸和E 7～11 11

泉佐里
3～6．

10～12

7．9～

1c
7～10

尾 自
3．5．

10～12

4． 7 ～

10
1［

6～7

10～1
5 4～12

淡 § 5・7
1～2．

4～12

深 I 12 5～8 10
』



表lつづき

表2昭和53年1月～12月漁況

1）巾着網 kg/1日1紙

2）機船船びき網（ばつら網） kg/1日l新
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3）石げた網 kg/1日1紬

－ 5 7－

2
｡

可 5 8 ｜b 11 1：

マアナ目

ネズミゴラ

オニ オ． t

ヒ メオコイ

マコ ガ レ ，

メイタガレ4

イシガレ，

イヌノシメ

アカシタピラノ

クロウシノシメ

シャ：

ガザィ

ジャノメガザ‘

イシガ：

クルマエI

ヨシエl

クマエl

小エ ビ 類 フ

〃中ﾉI

マ ダｺ

テナガダコ

イイタ･。

コ ウ イ カ

錐〕

２
２
５
９
４
０
３
３
２
５
２
十
７
２

２
１
３

l
q

l■

４
１
４
９
５
６
９
２
４
１
＋
＋
９
Ⅱ
８
５

１

２
１

９
１
７
９
３
１
７
６
川
副
３
十
＋
３
旭
而

２
２
０
３
３
３
５

１

２

ご
”
■
■
画

■

■

Ｉ
、
Ｉ
‐
‐

５
十
５
８
７
２
十
５
Ⅲ
３
脂
４

１

１

２

6

1C

旧

}.c

11

３
十
＋
８
７
５
Ⅷ
４

４
十
８
Ⅲ
５

５

７

５

０
５

１

２

２
７
５
８
８
５
８
６
３
４
５
５
２

１

１
６
３
１
２
６
５
７
８
１
２
７
川
４
１
５

２

ｆ
を

４

Ｆ
も
Ｐ
ｊ

－
‐
’
‐
‐
副
３
・

１

１

５
十
５
０
５
１
３
１
脂
隔
１
３

１

８

５
８
５
６
５
５
＋
８
１
０

釦
４

１

３
２

１

I



4 ）板びき網

kg/1日1統
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4)′板びき網（スズキを主対象に操業する場合） kg/1日I統

5）えびとぎ網 kg/1日1統

kg/1日1統6）磯建網
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kg/1日1統7）沖建網

kg/1日1統8） か れ い 建 網

9）きす建網 kg/1日1統

10)かつちよ』建網kg/1日1統 11)かに建網 kg/1日1統

12）囲刺網 kg/1日I統13)流刺維 kg/1日1統
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14）定置網
kg/1日1統

e:漁獲量不明
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kg/1日1統15）たこつほ

kg/1日1統16）一本釣

kg/1日1統17）たらうおひきなわ的
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表－3昭和53年月別魚類生産者価格（円/kg;

－ 6 3 －

7 10 I

サメ類

アカエイ

コノシロ

可究'<WB)

〃僻魚）

ｶタクチシラフ

〃（餌料）

類
ゴ
モ
リ

ナソ
ヨ
ア

エ
マ
ハ
サ

マボ
｡

‐
二

アカカマス

マサバ

サワ
q

ロ

ヨ

タ チウオ

マ ルアジ

マアジ

ヒイ ギ

マナガッオ

テンジクダイ

スズキ

コ イチ

イシモチ

イシダイ

キス

マダイ

クロダイ

クラカケギス

ネズプ承類

3Ⅸ

Ｐ
伝
も

2

lⅨ

8Ⅸ

1,500

21000

50（

10（

雑

401

IⅨ

8Ⅸ

1,㈹〔

80(

2Ⅸ

301

大600
小1“

大Iβ“
小5㈹

4Ⅸ

8伽

小200

伽
Ⅸ
Ⅸ
Ⅸ

１
８
４
３

鍬

20(

50

大40

小2伽

シラス

10

lⅨ

8Ⅸ

小2伽

5］

801

大401

小101

杢概

3m

皿
Ⅷ
釦
⑩
知
８

ｔ
ｏ

抑
伽

伽
伽、

２

麺

3㈹

400

10

10

Ⅸ
Ⅸ
１
５

弧

15（

20（

１
１
理
印

測
列

51

51

伽q

１
１
８
８

大

1釦

6

1別

300

2

15C

5

伽
副
３
１

2

7

1

3“

7”

抑

4帥

大

1m

750

帥0

釦0

卿
仰
麺

伽
的
２
４

1（

17

40

鋤

40（

23

601

101

穂

即I

小
10

大
20

咽
蜘
鋤

2（

プ

郷

二
日
“
凸

50

4

帥

400

80

50

大
50

50

1m

40

1伽

ﾉ！
40

3Ⅸ

囚
L

70（

1,10

㈹
㈹

３
５

1,0（

60（

1伽

8Ⅸ

10（

四
判
卿

30(

q
■

大

川
孜
劇
７
ぶ

中ノ
80

10

麺I



(円/kg)表－3つづき
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魚類卵稚仔調査

辻 野耕 資

大阪湾に出現する魚卵、稚仔魚の翻類、出現量、分布域の把握を目的に、昭和51年度より実施L
ている。

綱査方法

採集用具、採集方法お､よび定点（凶

－1）は昨年と同様である。

澗査結果

1．魚卵

調査期間中に出現した魚卵は､⑯

ネット(12回、13点、延べ155

曳離3')で2517粒(1曳蕪I当り16.8

粒)､⑯ネット（12回、13点、

延べ156曳網）で75,161粒(I

曳網当り481．8粒）であった。

月別、秘類別の魚卵の出現状況を

表－1に示した。出現数は、月別に表－1に示した。出現数は、月別に図-1魚類卵稚仔調査定点

は､⑯ネット､⑯ネット(以T職､⑯と略記）ともに、5，7，8月の夏季に多く、前者では5月

に、後者では7月にそれぞれ最も多く出現したが、秋へ冬季には両者とも少ない傾向を示した。

種類別には、上位8種までは両ネットともに同椴で、最も多く孫集されたのはカタクチイワシで‐

出現全魚卵の､③では8248鉛を､⑯では9263筋を占める｡次いで卵径0．56～0.8Oaaの単

脂球形魚卵、コノシロurサツバ、スズキ、リ唯0.65～0.79maの多脂球形魚卵、ネズッポ属、ト

カケェソ（含オニオコゼ）、卵径0．80～0.89maの判旨球形魚卵の順序で少なくなるが、これら

8種で全体の99弱以上を占める。

月別には4～9月カタクチイワシ、10月カタクチイワシ、ネズッポ属、12～1月にはスズキ

がそれぞれ優占極であ室

稚仔魚

調査期間中に出現した潤子魚は⑬ 1,110尾(1曳網当り”尾）、⑯5,885)t(1曳網当

昭和52年6月調査のSt.12が欠測

－67－
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表-1月別、種類別の魚卵の出現数
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